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 既述のように，本論文の章立ては「第１章 研究目的と本論文の構成」，「第２章 研究
の観点・方法・視座」，「第３章 スティグマの生成―カテゴリー分けとスティグマ―」，「第
４章 精神障害者の偏見・スティグマ研究で提示されている諸命題」，「第５章 精神保健
医療福祉の変遷からみたスティグマ生成」，「第６章 総括と展望」および「資料」からな
っている。 
 本研究は，「精神障害者に対する根深い偏見やスティグマおよび差別の問題…は近年にな
って突然浮上してきた問題ではなく，制度的要因や医学的要因および社会的要因など様々
な要因が絡み合うなかで，私達の生活のなかに長い歳月をかけて浸透してきた問題」と捉
えたうえで，研究者の〈立ち位置〉，当事者の〈視座〉などを論じながらそもそもスティグ
マとは何かを問うことから始め，精神保健医療福祉の歴史のなかで精神障害者に対する偏
見・スティグマ・差別がどのように形成されてきたのかを論ずる。そこには，精神障害者
に対する偏見・スティグマ・差別を問題的なものと捉え，その解消・軽減を追求・実現す
るためには，まずは偏見・スティグマ・差別の機序・起源を論究しなければならい，とい
う学位申請者の思いがあり，それは各章，とりわけ第５章の歴史的著述のなかに現れてお
り，相当程度実現している。それゆえ，本論文はその水準と完成度においても高いものに
なっている。 
 
３．本論文の特徴 
本論文の特徴はその圧倒的な文献量にある。加えて，その対象領域が社会福祉学の分野
にとどまらず，社会学・心理学・歴史・文学・精神医学など広範囲に及ぶことも特筆され
る。こうした特徴が論述内容の豊かさとリアリティを与えており，独創的である。また，
そうした理路の通底には，「いかにしたら偏見・スティグマ・差別からもたらされる不利益
を解消・軽減できるのか」といった実践的企図が常に潜在していることも特徴の一つだと
言える。また，「資料」に収められた「年表」と「既存論文の要約」は圧倒的な文献量や〈研
究量〉の証左ともなっている。 
以上から，本研究科が条件としている「研究者としての自立性」，「専門研究の独創性」
などの条件を満たしているものと判断できる。よって，博士学位論文として適格である。 
 
４．論文の審査結果 
既述のように，本論文の特徴は，社会福祉学的な視点のみならず多様な視点から圧倒的
な数量の文献を取り上げ，縦横に分析しているところにある。こうした特徴から，ともす
ると雑多の誹りを受けかねないが，その矛先は精神障害者に対する偏見・スティグマ・差
別の問題に収斂しており，雑多というよりも重厚なものに仕上がっている。そして，分析
の通底には，常に精神障害者の〈立ち位置〉に可能なかぎり寄り添うといった，「障害」理
解の視点からするところの〈精神障害者の視座〉がある。 
こうした特徴を踏まえて，本論文の可能性は大きく今後の研究の将来性も高く評価され
た。したがって，審査委員会は本論文を博士（社会福祉学）の学位論文に相当するものと
全会一致で評価するものである。 
 
